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はじめに
　大学における運動部は、勝つことを目的と

する典型的な競技スポーツ集団である。この

競技スポーツ集団には，個人スポーツ・集団

スポーツなど様々なかたちで競技に関わる集

団が含まれており、科学理論に基づく合理的

なトレーニング・技術練習によってより高度

な身体能力や技術を身に付け、総合的な競技

力を向上させることを目的としている（池田ら

,2006）。

　特に大学アスリートにおいては、体力・技術

はある程度身についており、それを発揮するた

めの心理的な能力が重要になってくると思わ

れる。また、よいパフォーマンスが発揮できる

かは、選手の心理的な能力が重要になってく

る。したがって、選手の一人一人の心理的課題

を明確にし、それら課題を克服するための練

習・トレーニングを常日頃から積んでいく必要

がある（加藤ら,2022）。そのためには、選手の

心理的な能力の評価は必要不可欠となる。

　心理的能力については、徳永ら（2000）の

心理的競技能力検査（DIPCA.3）を調査した

数多くの先行研究があり（本間,2009:萩原ら

,2014:立谷ら,2008）、競技レベルが高い選手

ほど心理的競技能力が高いことが示されてい

る（徳永ら,2000）。また、年齢（徳永ら,1994）、

競技経験（高津ら,2000）、学年（前川ら,2012）

が影響するとも報告されている。

　しかし、これまでの横断的調査では、調査時

の異なる学年の比較した結果であり、学年が

あがる過程を反映した変化を捉えていない。

学年の影響を検証するのであれば横断的調査

ではなく、縦断的調査による検証が必要であ

る（加藤・高津,2022）とあるように大学生の

4年間は体力・技術・精神的にも大人になって

いく過程であり、学年ごとにその特徴がみられ

チームが変化してくる。しかし、この変化をみ

た縦断的研究はみられない。

　近年、心理的競技能力診断検査に変わ

るものとして、JISS競技心理検査（JISS-

Psychological Ability Test for Elite Athletes: 

J-PATEA）がある。この調査はトップアスリー

トを対象に実施された調査をもとに、「心理的

スキル」「自己理解」「競技専心性」の3つの観

点から10の心理面を測定することができるも

のである（立谷ら，2020）（表1）。そこで、本研

究では、JISS競技心理検査を使用し、縦断的

にチームの変化を検証することを目的とした。

方法
　調査対象者は、S大学の女子大学テニス選

手であった。実施期間は、20XX年4月、20XY

年4月・9月に実施し、2学年継続して調査で

きた選手は10名であった。XX年については団

体戦が開催されず、個人戦のみであった。XY

年は個人戦・団体戦ともに開催された。調査

は立谷らによって開発されたJISS競技心理

検査を使用した（立谷ら，2020）。

結果及び考察
　図1は20XX年4月から20XY年4月・9月

に1年次から2年次にかけて実施したJISS競

技心理検査の縦断的変化の結果である。「心

理的スキル」「競技専心性」は大きな変化はみ

られなかったが、「自己理解」が2年次にかけ

て得点があがっていた。「自己理解」の下位尺

度には、一貫性、自己分析力、客観性で、自分

に必要な行動やプレースタイルを貫く時に求

められる姿勢や取り組みに関することができ

るようになってきていることを表している。

　図2は図1の対象学年（2年次）の結果を1年

次、2年次と比較した結果である。学年があが

るにつれて「心理的スキル」「自己理解」の得

点が高いが、競技専心性は2年次の得点が高

い結果となった。「競技専心性」とは競技に打

ち込む姿勢・態度に関する項目であり下位尺

度には「目標設定」「モチベーション」「生活管

理」がある。この学年は個人戦では6人中4名

が本戦出場・団体戦でも4名が正選手として

出場し、競技に打ち込む姿勢・態度が高くなっ

ていることが考えられる。

　本研究では2年間の縦断的研究であるため、

この学年が3年次、4年次と学年があがるにつ

れてどのような変化がみられるか継続して調

査をしてく予定である。
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